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	応用
	抗原情報
	背景
	Aキナーゼアンカータンパク質（AKAP）は、構造的に多様なタンパク質群であり、タンパク質キナーゼA（PKA）の調節サブユニットに結合し、ホロ酵素を細胞内の特定の場所に限定するという共通の機能を有する。この遺伝子はAKAPファミリーのメンバーをコードしている。この遺伝子の選択的スプライシングにより、中心体とゴルジ体に局在する少なくとも2つのアイソフォームが生成され、複数のシグナル伝達経路から多数のシグナル伝達タンパク質と相互作用する。これらのシグナル伝達タンパク質には、II型タンパク質キナーゼA、セリン／スレオニンキナーゼタンパク質キナーゼN、タンパク質ホスファターゼ1、タンパク質ホスファターゼ2a、タンパク質キナーゼC-ε、およびホスホジエステラーゼ4D3が含まれる。 [RefSeq提供、2008年8月],疾患：AKAP9の欠陥は、QT延長症候群11型（LQT11）[MIM:611820]の原因です。QT延長症候群は、心電図上のQT間隔の延長と多形性心室性不整脈を特徴とする心疾患です。運動や精神的ストレスに反応して失神や突然死を引き起こします。乳児期には突然心臓死という前兆となる出来事を呈することがあります。,ドメイン：両親媒性ヘリックスを形成すると予測されるRII結合部位は、Rサブユニット二量体上の相補的な表面とタンパク質間相互作用に関与する可能性があります。,機能：タンパク質キナーゼAのII型調節サブユニットに結合します。中心体およびゴルジ体上で複数のタンパク質キナーゼとホスファターゼを組み立てる足場タンパク質です。ゴルジ体の完全性を維持するために必要となる場合があります。アイソフォーム4/YotiaoはN-メチル-D-アスパラギン酸受容体と関連しており、神経筋接合部（NMJ）およびニューロンシナプスに特異的に存在し、シナプス後特異化の組織化における役割を示唆しています。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,細胞内局在：壁細胞の細胞質。,サブユニット：タンパク質キナーゼN（PKN）、タンパク質ホスファターゼ2A（PP2A）、タンパク質ホスファターゼ1（PP1）、およびPKCイプシロンの未熟な非リン酸化型の調節領域と相互作用します。CIP4およびFNBP1と相互作用します。,組織特異性：広く発現しています。アイソフォーム 4/Yotiao は骨格筋と膵臓で高く発現しています。
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

